
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

125 ○ 管理経費

分野別目標 4 ○ 法定受託事務

政 策 4

施 策 4

取 組 1

継続 主な事務事業

H9

事業実施の根拠法令

関連個別計画 「３つのキーワード」との関連性

担当課・担当課長（Tel） 嶋本　敏雄(435-1352) いのちを守る ふるさと力を高める 該当せず

関連課 南事務所、北事務所、西事務所

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

147,148 128,335 137,689 122,123 132,904 122,722 121,555 139,223

- - -6.4% -3.5% 0.1%

6,129 18,725 6,129 6,779 6,779 6,378 3,812 3,812

389

6,129 19,114 6,129 6,779 6,779 6,378 3,812 3,812

1,000 1,153 1,200 12,138 1,200 40,326 5,001 5,993
146,148 127,182 136,489 109,985 131,704 82,396 116,554 133,230

0.8 2.44 2.44 0.9 0.9 0.84 0.51 0.51

0.86

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値 3 3 3

実績値 3 3

全体目標値 年３回の発行 全体目標達成度 100.0% 年度別達成度 100.0% 100.0%

年度目標値 50 100 100 100

実績値 76 113 111

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度 152.0% 113.0% 111.0%

年度目標値 12 16 11 12

実績値 10 9 9

全体目標値 20 全体目標達成度 65.8% 年度別達成度 77.4% 58.1% 79.2%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

172.0%単位

0.84

実
施
内
容

　一般家庭及び事業所から収
集された下記量の資源ごみを
再資源化した。
　かん
　　1,153.96トン
　びん
　　3,411.51トン
　ペットボトル
　　1,246.78トン
　紙・布
　　3,788.56トン
　プラスチック製容器包装
　　2,799.21トン

　一般家庭及び事業所から収
集された下記量の資源ごみを
再資源化した。
　かん
　　1,179.29トン
　びん
　　3,201.06トン
　ペットボトル
　　1,257.04トン
　紙・布
　　4,153.98トン
　プラスチック製容器包装
　　2,766.76トン

　一般家庭及び事業所から収
集された下記量の資源ごみを
再資源化した。
　かん
　　1,231.44トン
　びん
　　3,186.46トン
　ペットボトル
　　1,160.96トン
　紙・布
　　3,988.13トン
　プラスチック製容器包装
　　2,699.16トン

　一般家庭及び事業所から収集
された下記量の資源ごみを再資
源化した。
　かん
　　1,156.86トン
　びん
　　3,026.72トン
　ペットボトル
　　1,204.44トン
　紙・布
　　3,777.52トン
　プラスチック製容器包装
　　2,587.14トン

事
業
費
 
千
円

50

86

16

主な予算内訳

国庫支出金

人件費

常勤職員

非常勤職員

4,500

平成25年度

計画

県支出金

6,378

4.6%

6,378

回

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

事業費 139,023

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他
134,523一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

ごみ減量化等啓発（リリクル通信発行）

ごみ減量化等啓発（出前講座開催）

指標名及び達成状況

単位 回

成
果
指
標

一般廃棄物のリサイクル率

単位 ％

単位

10

62.4%

事業進捗管理シート

資源ごみﾘｻｲｸﾙ事業
事業区分(1)

事業経費

その他

循環型社会の形成

自然環境と都市基盤が調和した快適なまち

その他

○

款

事業種別

３Ｒの推進

事業区分(2)
自治事務

自然環境・資源循環型社会の形成

清掃費

目 塵芥処理事業費

一般会計

衛生費

会計・
予算区分

会計

平成２５年度

資源ごみﾘｻｲｸﾙ事業事項

一般廃棄物処理基本計画

事業期間 ～ 大事業

項

塵芥処理事業

平成２３年度 平成２４年度平成２１年度 平成２２年度

人と文化を育てる

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
市民が自らに再生可能な資源物として、かん、びん、ペットボトル、紙・布及びプラスチック製容
器包装を分別していただき、市が収集する。限りある資源物の再使用、再生利用をすることで、循
環型社会の形成を目指し、環境負荷が軽減し、３R（リユース・リデュース・リサイクル）の推進
等、廃棄物行政全体でごみ減量化の推進を行う。

市民が、廃棄物から再資源化できる物を分別し、ごみの減量化
を進め、循環型社会の形成を目指すとともに、環境に配慮した
市民生活の定着を目的とする。

一般廃棄物課

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


